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[bookmark: _Toc383015838] (
図 
1
1
　情報流通連携基盤システム（イメージ）
)実証背景・目的
背景
これまでICT利活用については、個別分野毎の情報課を推進することに力点が置かれてきた。一方、東日本大震災においては、情報の横の連携ができていないことが顕在化した。こうした状況等を背景として、高度情報通信ネットワーク社会推進戦略本部において、平成24年7月に「電子行政オープンデータ戦略」が決定された。総務省では、平成24年度から実証実験を実施し、情報流通連携基盤（図 1‑1参照）の構築を推進している。
本実証は、この実証実験の1つのモデルケースとして実施するものである（図 1‑2参照）。


[bookmark: _Ref382238408]図 1‑2　実証背景の概略

目的
社会資本は、国民生活の安心・安全と利便性の向上、経済活動の活性化において大きな便益をもたらすものとして、継続的な整備・維持管理が期待されている。また、社会資本情報の公開と積極的活用が強く求められている。しかし、多くの地方公共団体等は、社会資本の諸元や維持管理の実施状況等の社会資本を公開していないのが実情である。
本実証は、情報流通連携基盤の社会資本情報における適用性を実証するために、共通のデータ規格に基づき収集することで、機械判読に適し、二次利用が可能な形でオープンデータ化を実現することを目的とする（図 1‑3参照）。また実証団体を設定し、他分野の情報と組み合わせることにより、情報サービスの構築を目的として有益な新たな情報の価値を創造すると共に、情報流通連携基盤を普及させるための課題を抽出することを目的とする。

[bookmark: _Ref381254965]図 1‑3　実証目的の概略

[bookmark: _Toc383015839]実証概要
本実証の全体概要は、図 2‑1の通りで、以下の1～8に係る事項を実施している。
1）社会資本情報等のデータ規格の構築
2）社会資本情報流通連携基盤システムの構築
3）社会資本情報等のオープンデータ化の実証
4）社会資本情報サービスの実証
→公共事業に関するマーケティング情報提供サービス
→社会資本の図面（諸元）情報提供サービス
→通学路点検結果公開サービス
5）社会資本情報の公開・二次利用ガイドの策定
6）一般公募による情報サービスの開発
→オープンデータ・アプリコンテストの開催
7）継続運用・普及に係る計画の策定等
8）検討会への協力


[bookmark: _Ref382238862]図 2‑1　本実証の全体概要
[bookmark: _Toc383015840]
実証データ規格・オープンデータの管理・利用について
データ規格
 (
表 
3
1
　
主なデータ規格
)「情報流通連携基盤システム外部仕様書（以下「外部仕様書」という。」）に示されたRDFデータモデルに準拠し、データ規格は、データ毎にRDFグラフを視覚化する構成としている。主なデータ規格を表 3‑1に示す。

 (
表 
3
2
　
データ識別子
（例）
)データ識別子
データ識別子体系はucodeを利用し、t-Engine Forumより「00001C00000000000024/20」（約281兆個分）の帯域割当を受けている。ucodeは、表 3‑2の通り、RDFグラフ毎に帯域を割り当てている。

 (
表 
3
3
　
データ変換
)データ変換
主なデータのデータ提供元での管理方法、提供形式、変換方法について、表 3‑3に示す。防犯メールを除く全データについて一度CSVファイルを作成し、RDF形式へ変換を行っている。変換には「Open Refine」というツールを使用し、CSV定義に対してRDFボキャブラリを設定することで自動的に変換し、変換定義を保存している。ツールを使用することで、データの修正、再作成などの管理作業を効率的に実施している。

二次利用不可
データ内容の機微性の高さや個人情報保護の観点から、二次利用不可または一部二次利用不可としたデータは、表 3‑4の通りである。
[bookmark: _Ref382414137]表 3‑4　二次利用不可

[bookmark: _Toc383015841]
社会資本情報流通連携基盤システムの仕様
 (
図 
4
1
　社会資本情報流通連携基盤システム
)基盤システム
外部仕様書に準拠し、構築した社会資本情報流通連携基盤システムを図 4‑1に示す。





拡張API
本実証で拡張したAPIは、図 4‑2に示す2つである。

 (
図 
4
2
　拡張API
)




API仕様
外部仕様書に準拠し、社会資本情報標準APIにおける共通規定として、API仕様を表 4‑1の通り定義している。社会資本情報標準APIからのレスポンス形式は、リクエストパラメータにより、表 4‑2に示す2通りとなる。

[bookmark: _Ref382415747][bookmark: _Ref382415743]表 4‑1　社会資本情報標準APIにおける共通規定

[bookmark: _Ref382415827]表 4‑2　社会資本情報標準APIからのレスポンス形式

[bookmark: _Toc383015842]
実証サービス
公共事業に関するマーケティング情報提供サービス
公共事業に関するマーケティング情報提供サービスは、佐賀県を実証フィールドとし、佐賀県及び一般財団法人日本建設情報総合センターとの協議、建設業者や資材メーカーへの需要調査を踏まえて構築した。道路や橋梁の維持管理情報を含む社会資本情報や工事実績情報、入札情報を地図上にプロットし、インターネットを介して提供するサービスである。サービス提供期間は平成25年12月9日から平成26年3月20日までの約3ヶ月間で、平成26年2月10日からは一般公開を実施した。
サービスの概要は図 5‑1、サービスで提供するデータは表 5‑1の通りである。


[bookmark: _Ref382239415]図 5‑1　公共事業に関するマーケティング情報提供サービス概要
[bookmark: _Ref376876262]表 5‑1　サービス構成別の提供データ

[bookmark: _Ref375825960]
社会資本の図面（諸元）情報提供サービス
社会資本の図面（諸元）情報提供サービスは佐賀県を実証フィールドとし、佐賀県との協議並びに運送業者への需要調査を踏まえて構築した。道路台帳附図を地図上にプロットし、路線概要や図面データ、諸元情報等をインターネットを介して提供するサービスである。サービス提供期間は平成25年12月9日から平成26年3月20日までの約3ヶ月間で、平成26年2月10日からは一般公開を実施した。
サービスの概要は図 5‑2、サービスで提供するデータは表 5‑2の通りである。


[bookmark: _Ref382240680][bookmark: _Ref382240675]図 5‑2　社会資本の図面（諸元）情報提供サービス概要
[bookmark: _Ref382240665]表 5‑2　サービス構成別の提供データ



通学路点検結果公開サービス
通学路点検結果公開サービスは福岡市を実証フィールドとし、福岡市及び福岡県警との協議、小学校に通う児童の保護者への需要調査を踏まえて構築した。小学校や警察署、通学路点検結果情報、防犯情報等を地図上にプロットし、インターネットを介して提供するサービスである。サービス提供期間は平成25年12月9日から平成26年3月20日までの約3ヶ月間で、平成26年1月30日からは一般公開を実施した。
サービスの概要は図 5‑3、サービスで提供するデータは表 5‑3の通りである。


[bookmark: _Ref382241824]図 5‑3　通学路点検結果公開サービス概要
[bookmark: _Ref382241841][bookmark: _Ref382241836]表 5‑3　サービス構成別の提供データ



一般公募による情報サービスの開発
本実証でデータ規格を構築した社会資本情報等及び構築した基盤システムを用いた情報サービスのアプリケーション開発について、一般公募により実施するため、オープンデータ流通推進コンソーシアムと総務省が主催し、平成25年度実施中の7つのオープンデータ化実証実験の請負事業者が共催する「オープンデータ・アプリコンテスト」を開催した。コンテストの開催は平成25年11月28日に告知し、開発者サイト公開・データ提供開始は平成26年1月上旬（本実証：1月8日）より、応募受付は平成26年2月3日から17日までの2週間であった。
公募実施の結果、全体での応募は92件、本実証のデータを活用した応募は11件（応募者申告ベース。以下同じ。）であり、その概要は表 5‑4の通りである。本実証データに他の実証データを組み合わせた作品が3件、本実証データに実証実験以外のオープンデータを組み合わせた作品が2件であり、端末位置情報を活用したアプリケーションが6件である。
社会資本実証賞には「視覚障害者サポートアプリ」を選定している。また、技術賞として「プラチナ社会を支えるデータクリエータのための基盤アプリケーションLinkData.org」が選定されている。

[bookmark: _Ref382242719]表 5‑4　本実証に係るコンテスト応募作品

[bookmark: _Toc383015843]
社会資本情報等のオープンデータ実証結果調査
民間事業者向け社会資本情報サービス
公共事業に関するマーケティング情報提供サービスで提供される橋梁データは、民間事業者に営業活動で利用できるとの評価を得ており、佐賀県においても、民間事業者からの営業提案は業務の助けになるとの評価を得ている（図 6‑1参照）。
社会資本の図面（諸元）情報提供サービスで提供される諸元情報は、運送業者のトラックの通行可否判断に、図面データは、地図業者の業務効率化に寄与するとの評価を得ている。（図 6‑2参照）。
両サービス共に、利用者負担を期待するためには、情報の網羅性を高めることや検索機能を充実することが求められており、今後、検討が必要な課題となっている（図 6‑3参照、図 6‑4参照）。また、オープンデータ化の取組は始まったばかりであり、費用対効果が明らかでないこと、また、社会資本情報のオープンデータ化に係る国の全体方針が定まっておらず、法令等の根拠を示すことができないことが、地方公共団体のオープンデータ化を推進する際の根本的な課題として横たわっている（図 6‑5参照）。


[bookmark: _Ref381641250]図 6‑1　結果調査結果の概要＿公共事業に関するマーケティング情報提供サービス①

[bookmark: _Ref382418639]図 6‑2　結果調査結果の概要＿社会資本の図面（諸元）情報提供サービス①

[bookmark: _Ref381625909]















[bookmark: _Ref382418782]図 6‑3　結果調査結果の概要＿公共事業に関するマーケティング情報提供サービス②
 (
図 
6
4
　結果調査結果の概要＿社会資本の図面（諸元）情報提供サービス②
)




















[bookmark: _Ref381624112]図 6‑5　結果調査結果の概要＿民間事業者向け社会資本情報サービス

通学路点検結果公開サービス
通学路点検結果公開サービスは、小学校に通う児童の保護者と福岡市の双方に、継続利用意向があった（図 6‑6参照）。利用者の視点からは操作や情報閲覧等について、運用者の視点からは作業負担等について、サービスやシステムの改善点が指摘されている（図 6‑7参照、図 6‑8参照）。改善されたサービスについては、少額ではあるが利用者負担も期待できるものであることが明らかになった。他方、サービスの不特定多数への公開については、賛否が分かれており、今後、検討が必要な課題の1つである。
 (
図 
6
6
　結果調査結果の概要＿通学路点検結果公開サービス①
)

























[bookmark: _Ref382418831]図 6‑7　結果調査結果の概要＿通学路点検結果公開サービス②
 (
図 
6
8
　結果調査結果の概要＿通学路点検結果公開サービス③
)

[bookmark: _Ref383014422][bookmark: _Ref383014425][bookmark: _Toc383015844]
継続運用・普及に係る計画の策定等
1.1． [bookmark: _Toc382650450]継続運用について
福岡市においては、本実証における社会資本情報等データ提供ならびに通学路点検結果公開サービスを利用した実証を行った。これらについて本実証終了後も継続して利用することで合意している。
また、平成26年度以降の取組として危険回避アプリ（仮称）の市民への配布を目指し、継続して協働することで合意している。
具体的なイメージを図 7‑1に示す。

[bookmark: _Ref383075307]図 7‑1　危険回避アプリのイメージ

佐賀県においては実証終了後に、データ提供の継続について検討することとなっている。継続運用に係るデータ提供における作業負担等の課題を解決する必要があり、負担無く継続できる方法等を引き続き検討していく。

1.2． [bookmark: _Toc382650451]他の地方公共団体等への普及について
[bookmark: _GoBack]福岡市と協働することで、福岡市が参加しているビッグデータ・オープンデータ活用推進協議会に参加する他の地方公共団体への普及の可能性について検討している（図 7‑2参照）。


[bookmark: _Ref383075335]図 7‑2　福岡市との協働による普及のイメージ
2． [bookmark: _Toc382994908][bookmark: _Toc383001771][bookmark: _Toc383015845]
総括
2.1． [bookmark: _Toc382994909][bookmark: _Toc383001772]実証における成果
本実証を通して外部仕様書をもとに、社会資本分野におけるAPIやデータ規格（ボキャブラリ等）を構築・実装し、その有効性を確認することができた。特に情報公開が進んでいない社会資本分野において様々な情報のオープンデータ化を実現できた点は大きな意義があるものと考える。
また社会資本情報のオープンデータ化やその他の情報との組み合わせて新たな情報の価値を創出することで、社会資本整備の効率化や、住民の安心安全の向上等に資することが確認できた。

2.2． [bookmark: _Toc382994910][bookmark: _Toc383001773]オープンデータ化における課題
国や地方公共団体等が保有する社会資本情報等について、機械判読に適し、二次利用が可能な形でオープンデータ化を継続的に実施するためには、次のような課題があることが明らかになった。
・オープンデータ化を図る情報の加工、開示・秘匿の選別に係る作業負担
・オープンデータ化した情報の信頼性・精度等に係る責任負担
・オープンデータ化の優先度等に係る説明負担
これらの課題への対策としては、地方公共団体において公開を前提とした制度や運用を再検討すること、またデータ作成過程においてオープンデータ化を意識したデータ構成や仕組みとすることなどが考えられる。今後、オープンデータ化についてのガイドラインの充実や取組の根拠となる法令・指針の制定により状況が改善されていくものと考えられる。

2.3． [bookmark: _Toc382994911][bookmark: _Toc383001774]利活用サービスにおける課題
オープンデータ化された社会資本情報等に新たな付加価値を創造するサービスを構築し、情報流通連携基盤を普及させるためには、次のような課題があることが明らかになった。
・オープンデータ化を図る情報の新規性・網羅性の向上
・提供する情報の選択性・閲覧性の向上
社会資本情報の利活用サービスにおける付加価値については特に新規性について強いニーズがあった。新規性、とりわけ即時性を実現するにはデータ提供元となる地方公共団体の社会資本情報データを保有するシステム（以下「地方公共団体側システム」という。）と情報流通連携基盤との間での連携機能が必要である。しかし、通常これらの地方公共団体側システムは地方公共団体の内部ネットワーク上に構築されており情報流通連携基盤から情報を取得することが困難である。このため地方公共団体側システムにおいてデータ連携機能を追加するなどの対策が必要となる。

2.4． [bookmark: _Toc383001775]総括
本実証を通して、「情報流通連携基盤の社会資本情報における適用の有効性」や「オープンデータ化された社会資本情報の利活用による社会資本整備の効率化や住民の安心安全の向上」について確認できた。
本実証は限られた期間と対象範囲で行ったが、今後は、本実証で培った技術と経験を活かし、課題解決と更なる社会資本情報のオープンデータ化に寄与できるよう「7．継続運用・普及に係る計画の策定等」に定めた取組を推進していく。
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■防災・減災の観点から、社会資本の老朽化に対して国民が注目

⇒・社会資本に関する情報公開の要望 ・行政経営の効率化や地域活性化のための活用も重要

社会資本の継続的な整備・維持管理が期待されている

① 国・地方公共団体等が保有する社会資本情報を共通のデータ規格に基づき「社会資本情報流通連携基盤システ

ム」に収集する

機械判読に適し、二次利用が可能な形でオープンデータ化を実現 することを目的とする。

② 他分野の情報と組み合わせることにより、情報サービスを構築する

有益な新たな情報の価値を創造するとともに、

情報流通連携基盤を普及させるための課題を抽出することを目的とする。

情報流通連携基盤の社会資本情報における適用性を実証
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ソーシャルメディア

情報

住民からの

苦情・問い合わせ

情報

社会資本情報 工事実績情報

地域住民

公共事業に関する

マーケティング情報

提供サービス

社会資本の

図面（諸元）情報

提供サービス

通学路点検結果

公開サービス

建設業者

資材メーカー

運送業者 利用者

提供

サービス

工事・点検業者

・管理基本データ

・諸元データ

・図面データ

・入札情報データ

・苦情・問い合わせデータ

・通学路点検結果データ

・工事実績情報

・社会資本に関する

SNSデータ

地方公共団体

・苦情・問い合わせ

・工事実績

インターネット

・SNS利用・書き込み

住民

・管理基本情報

・諸元情報

・図面情報

・通学路点検結果

コンテストによる

アプリケーション

情報流通連携基盤共通API

（一財）日本建設情報総合センター

【本実証で扱うデータ（例）】

●工事実績情報

工事件名、工期、施工場所、工法 等

●社会資本情報

名称、工法、幅員、建設年次 等

図面データ、入札情報データ 等

●苦情・問い合わせ情報

発生日時、発生場所、発生内容 等

●ソーシャルメディア情報

ソーシャルメディアに発信された社会

資本に関する情報

実施主体：富士通株式会社

連携主体：佐賀県、福岡市等

開発者サイト



APIの仕様



サンプルコード



データの利用規約 等

公開

1 2

3 4 5 6

継続運営に係る計画の策定

7

検討会

「技術検討会」

「ガバナンス検討会」

「利活用検討会」

8
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社会資本情報等 データ RDFグラフ名

社会資本情報

道路（諸元・補修・図面） http://opendata.elg-front.jp/marketing/road#

橋梁（諸元・補修） http://opendata.elg-front.jp/marketing/bridge#

トンネル（諸元・補修） http://opendata.elg-front.jp/marketing/tunnel#

入札情報 http://opendata.elg-front.jp/marketing/bitInformation#

通学路点検結果の情報 http://opendata.elg-front.jp/tenken/tenken#

防犯メールの情報 http://opendata.elg-front.jp/tenken/fukkei#

工事実績情報

工事実績情報（基本・業者・技術） http://opendata.elg-front.jp/marketing/jisseki#

苦情・問い合わせ情報

苦情問い合わせ http://opendata.elg-front.jp/marketing/report#

ソーシャルメディア情報

Twitter http://opendata.elg-front.jp/marketing/rtweets#
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データ 割当帯域 割当個数

道路（諸元）

00001C00000000000024000002000000/27 1,048,576 （約100万個）

道路（図面）

00001C00000000000024000004000000/27 1,048,576 （約100万個）

橋梁（諸元）

00001C00000000000024000002300000/27 1,048,576 （約100万個）

橋梁（補修）

00001C00000000000024000002400000/27 1,048,576 （約100万個）
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データ データ管理 提供形式 変換方法

道路（諸元・補修・図面） GISシステム CSV（抽出） CSV→RDF

橋梁（諸元・補修） Access Access（そのまま） Access→CSV→RDF

トンネル（諸元・補修） Excel Excel（そのまま） Excel→CSV→RDF

入札情報 Webシステム Webサイトより手動 手作業→CSV→RDF ※

通学路点検結果の情報 PDF PDF 手作業→CSV→RDF

防犯メールの情報 メール メール受信 メール本文→RDF ※

工事実績情報

（基本・業者・技術）

Webシステム Access（抽出） Access→CSV→RDF

苦情問い合わせ Webシステム 紙 手作業→CSV→RDF

Twitter SNS Twitter検索APIより取得 API→手作業で抽出→CSV→RDF ※
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凡例 「※」は実証期間中に更新のあるデータ
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データ ホルダー 理由（懸念事項） 対処

道路台帳附図 福岡市 境界線など係争問題に発展する可能性がある。 利用しない

道路台帳附図 佐賀県 図面に住宅等の所有者名が記載されている。 個人名をマスクして利用

橋梁 佐賀県 保有する位置情報の精度が低いデータがあり地図上への表示が難しい。 該当データを利用しない

Twitter - 個人情報を含むもの、社会問題を含むもの 利用しない
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Web

ブラウザ

（

IE/Chrome

）

社会資本図面（諸

元）提供サービス

マーケティング情

報提供サービス

通学路点検結果

公開サービス

公募アプリ

※

Android/iOS

AP Server
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SPARQL-Based

Command /

SPARQL-Extended

Command

Contribute Data

Management

Command

Interstage Application Server(JavaEE)

RDF Data

（

Virtuoso

）

ucode

管理

Apache 

Jena/Virtuoso 

JDBC Driver

RDF Store

画像データ格納

ディレクトリ

SPARQL Endpoint

(Virtuoso)

社会資本情報

通学路点検アプリ

※

Android/iOS

社会資本情報流通連携基盤システム
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SPARQL-Extended Command

Contribute Data Management Command 

・概要

RDF

ストアのソフトウェアが実装する独自ファンクションを用いた拡張クエリ（

SELECT

）による、

オープンデータの検索機能を提供する。

・拡張理由

SPARQL1.1

で規定されない検索処理などを実現するため。

・概要

通学路点検アプリからのリクエストを処理し、画像データ格納ディレクトリと

RDF

ストアにそれ

ぞれデータを格納する。

・拡張理由

画像データについて

RDF

化する規格が無く一般ファイルとして格納する処理を実現するため。
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規定 規定値 説明

プロトコル HTTP/1.1プロトコル 提供APIは、HTTP/1.1プロトコル上で実現するRESTfulな実装とする。

HTTPメソッド GET/POST 提供APIのHTTPメソッドとしてはGETとPOSTを利用可能とする。その他のメソッ

ドに対してはHTTP 400コードを返却する。

HTTPステータスコード HTTP 200/400/500 提供APIが返すステータスコードとその意味。

200：OK 正常終了。

400：Bad Request クエリが正しくない。

500：Internal Error 情報流通連携基盤システム内でエラーが発生した。

その他 エンコーディング HTTP、URL等の規約上必要なエンコーディングは適宜行うこと。
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パラメータ値 説明 サンプル

application/

sparql-results+xml

SPARQL Query Results XML 

Formatに基づくレスポンス

<?xml version="1.0"?>

<sparql xmlns="http://www.w3.org/2005/sparql-results#">

<head>

<variable name="s"/>

<variable name="totalExtendedLength"/>

<variable name="MaxRoadwayWidth"/>

</head>

<results><result>

<binding name="s"><uri>http://opendata.elg-front.jp/drawing/drawing#0</uri></binding>

<binding name="totalExtendedLength"><literal>99.9</literal></binding>

<binding name="MaxRoadwayWidth"><literal>6.5</literal></binding>

</result></results>

</sparql>

application/

sparql-results+json

SPARQL Query Results JSON 

Formatに基づくレスポンス

"results": {

"bindings": [

{

"s": { "type": "uri" , "value": "http://opendata.elg-front.jp/drawing/drawing#0" } ,

"totalExtendedLength": { "type": "literal" , "value": "99.9" } ,

"MaxRoadwayWidth": { "type": "literal" , "value": "6.5" } ,

}

]

}
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•

入札（予定）情報の検索ができる

•

様々な視点（地図/キーワード/詳細）から検索がで

きる

•

生産、調達、在庫予測に必要な諸元、工事実績情報

をエリア、工種等別に確認できる

•

社会資本に係る課題や地域住民の声が確認できる

【民間（JACIC）】

・工事実績情報

【行政】

・社会資本（管理基本、諸元）

・苦情／問い合わせ

INPUT

・住民の苦情

・着工中

・計画中

・５年以上経過

公共事業に関するマーケティング情報提供



営業活動や生産予測に有益なマーケティン

グ情報を提供

こんなことを実現

現在

利活用後

★建築計画の情報を有償で購入（網羅性なし）

★２ヶ月前の住宅着工数（統計データ）を元に市場予測

★東日本大震災の復興や豪雨災害復旧工事における建設

資材不足による販売機会の損失

★建設資材高騰（３～４割増）による

不落案件の顕在化

★生産、調達、在庫予測の精度向上による機会損失の解消

⇒資材価格の安定、不落案件の解消に貢献

★建設規模、構造、工法等の情報から商品開発が可能

利活用者：建設業、資材メーカー

実証システム
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凡例 「○」は地図上に提供される情報、

「●」は地図上に概要が提供され、“詳細表示”を選択すると別ウインドウで詳細情報が提供される
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提供

データ

（件数）

データ内容

データ

提供者

公共事業ﾏｰｹﾃｨﾝｸﾞ情報提供ｻｰﾋﾞｽ

社会資本

情報

道路補修

情報

全国工事

実施状況

地図

航空写真

地図・航空写真、施設名称、縮尺 等 Google ○ ○ ○

道路

（2万）

路線名称、舗設年度、区間長、MCI値、道路詳細情報（路

線種別、施工年度・工法、車線数、基準値、交通量等） 等

佐賀県 ● ●

橋梁

(2,300）

名称、場所、橋区分、河川水深、橋梁詳細情報（橋長、幅

員、設計活荷重、使用材料、躯体形式、交通量等）、橋梁

補修詳細情報（補修年月日、工種番号、工種、項目・数量、

仕様、備考） 等

佐賀県 ●

トンネル

（16）

名称、所在地、トンネル詳細情報（道路種別、完成年度、

等級、延長、交通量等）、トンネル補修詳細情報（補修年

月、対象、作業内容） 等

佐賀県 ●

苦情

(1,000)

市民等から県に寄せられた道路に関する意見等、路線名、

受付日時、住所 等

佐賀県 ○ ○

入札情報

（150）

工事名、入札方式、工種、工事概要、入札スケジュール、

入札公告、発注図書ファイル 等

佐賀県 ○ ○

土木事務

所（7）

事務所名、住所、電話番号、メールアドレス、URL 佐賀県 ○ ○

工事実績

情報

（30万）

工事件名、路線名、施工開始年度、工事実施詳細情報

（請負金額、工期、発注機関名、請負機関名、工事種別、

工法・型式、JV構成会社名、技術データ 等）

一般財団法人

日本建設情報

総合センター

●
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実証システム

•

社会資本情報と図面、工事実績情報を関連

づけて一元的に管理できる

•

探したい社会資本（橋梁、道路、トンネル

等）をGIS上から検索し、さらに図面から諸

元を確認できる

【行政】

・社会資本（管理基本、諸元）

・図面（附図、電子納品等）

INPUT

社会資本の図面（諸元等）情報提供



電子納品された図面データの蓄積と情報提供

こんなことを実現

現在

利活用後

各土木事務所に電話にて通行ルート上にある諸元情報（橋梁・交

差点・トンネル）等を問い合わせ

★大型貨物・超重量物の輸送ルート策定

利活用者：運送業

橋梁の耐荷重や交差点、S字

カーブ、トンネル等の道幅・高さ

制限等の確認
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提供

データ

（件数）

データ内容

データ

提供者

社会資本の図面（諸元）

情報提供サービス

路線名称

選択

地図情報

選択

諸元情報

地図 地図、施設名称、縮尺 等 Google ○

道路

(6路線541

道路台帳附

図)

路線名称、住所、供用開始、（管轄）事務所名

佐賀県

○ ● ●

道路台帳附図、縮尺、緯度・経度 等 ●

路線名称、舗設年度、区間長、MCI値、道路詳細情報

（路線種別、施工年度・工法、車線数、基準値、交通量

等） 等

●
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凡例 「○」は概要等が提供される

「●」は概要に加え、詳細情報が提供される
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image21.emf
提供   データ   （件数）  データ内容  データ   提供者  通学路安全情報   共有 サービス  

地図  地図、 航空写真、 施設名称、縮尺   等  Google  ○  

小学校   （ 150 ）  名称、郵便番号、住所、電話番号、学校公式 HP の URL  福岡市  ○  

警察署   （ 70 ）  警察署及び交番、駐在所の名称、郵便番号、住所、電話 番号  福岡県警  ○  

通学路点 検結果   （ 250 ）  平成 24 年度に行われた福岡市立小学校の通学路点検結果 （ 対策実 施済： 77 件、対策未実施： 183 件 （平成 24 年 11 月時点））の住所、状況、対策内容、事業主体   等  福岡市  ●  

防犯情報   （ 200 ）  平成 25 年 10 月 1 日以降に福岡県警から提供された「ふ っけい安心メール」のうち福岡市内に関するもので住所 の特定ができる防犯情報（適時更新有）  福岡県警  ●  

投稿情報   （ 29 ）  平成 26 年 1 月 30 日に福岡市立三宅小学校 PTA 等の協力 を得て実施した通学路点検結果の写真、状況   等（即時 更新有）  福岡市  ●  

 


image22.emf
凡例 「●」はサマリと詳細情報の表示選択ができる情報

「○」は表示内容が一律の情報
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※掲載は応募受付順

 

※青枠はコンテストにおいて技術賞を受賞した作品、赤枠はコンテストにおいて本実証賞を受賞した作品

 

応募作品名  動作環境  利用データ  作品概要  

Near Air  iOS 4.3 or later   (HTML5 版もあり )  ■自治体行政情報実証   ■社会資本実証（苦情・問い 合わせ情報）   ■観光実証   ■防災実証   ■花粉症関連情報実証  予め位置周辺の情報を収集し、近隣の様子を簡単に知るこ とができる。アカウントやログイン、セッティングが不要 で、近隣の人と匿名でコミュニケーションを取れる。  

なんなのそれ？  Ubuntu+Firefox16.0.2   Ubunto+Chromium18.0   Win7+IE10  ■自治体行政情報実証   ■社会資本実証（橋梁諸元デ ータ等）  閲覧したい情報を選択すると、一覧表示される。橋梁等の 情報は地図上で位置を確認することができる。  

佐賀県橋梁メン テナンスビュー ア  MozillaFirefox26.0 (Windows 7SP1) 、 Apple  Safari 6.1 (Ma cOSX10.8.5) 、 Internet Expl orer11.0.2 (Windows7SP1)  ■社会資本実証（橋梁諸元デ ータ、橋梁補修データ）   □国土地理院電子国土基本図 標準地図  佐賀県内の橋の補修状況を閲覧できる Web アプリ。地図と 架設年順に表示した年表により、橋をブラウジングするこ とができる。補修情報は常に最新の情報を確認でき、アイ コン色で補修工事の有無を確認できる。  

佐賀クラウド  Windows8.1  ■社会資本実証（苦情・問い 合わせ情報）  過去に佐賀県に寄せられた道路に関する相談内容から特徴 的なキーワードを取り出して並べ る 。  

TSU - PHONE( 通フ ォン )  Android 4.0 以上  ■社会資本実証（警察署情報）  事件・事故を目撃した場合に、簡単な入力 ( 写真・案件分類 ) だけで、容易に正確な通報ができる。また、自動音声電話 やメールで警察に、より正確に通報することもできる。  

通学路安全情報  Android 4.0 以上  ■社会資本実証（小学校、警 察署、通学路点検結果情報等）    通学路上に存在する安全に関する情報を視覚化し、ユーザ ーの行動に合せてフィードバックするアプリ。移動手段を 選択させ、危険箇所を通知する。  

ハコモノを探 せ！  Android 4.0 以上  ■社会資本実証（工事実績デ ータ）  税金を使って建設した公共施設を探して爆破するゲーム。 現地写真を撮影し、アプリ上でハコモノを爆破することで、 工事金額をポイントとして獲得する。  

ﾌﾟﾗﾁﾅ 社会を支 える ﾃﾞｰﾀ ｸﾘｴｰﾀ の ため の基盤 ｱ ﾌﾟﾘｹｰｼｮﾝ LinkData.org  Internet Explorer 11 、 Goog le Chrome 32. 0.1700.107  m 、 Firefox 26.0 、 Safari 6.1. 1  ■社会資本実証（諸元データ、 工事実績データ、苦情・問い 合わせ情報等）  提供される API を Java Script で簡単に使えるようにする アプリ。サーバを持たない人でも簡単に SPARQL を使ったア プリ開発やデータ開発ができる。  

視覚障害者サポ ートアプリ  Android2.2 以上、 Internet E xplorer 8.0 以上、 Google C hrome 21.0 以上、 FireFox 2 0.0 以上、 Safari 5 以上  ■社会資本情報（通学路点検 結果データ）   □福岡県警信号機情報   □国土数値情報（バス停留所）  視覚障害者が、増加傾向にある歩車分離信号を安心して渡 るため、バスを安心して利用するためのアプリ。 GPS を利 用し、現在地周辺にある信号機の種類やバス停を振動と音 声で通知する。  

インフラ工事の 月めくり（新潟 市道路工事）  FireFox 27 、 Google Chrom e   32  ■社会資本情報（工事実績情 報）  工事実績情報を 基 に、どこでどんなインフラ工事が行われ、 あとどれくらいで完成するかを月別に地図表示するアプ リ。  

Town Voice  Safari(iOS 最新版 ) 、 Browser (Android 最新版 ) 、 Chrome(A ndroid ・ Ubuntu 最新版 )  ■自治体行政情報実証   ■社会資本実証（道路諸元デ ータ）  端末の位置情報を取得し、近くにあるオープンデータがキ ャラクターとなって話しかけてくるアプリ。  
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公共事業に関するマーケティング情報提供サービス利用状況・情報取得状況

建設業者

資材メーカー

•

3時間程度利用した（A社）

•

ヒアリング調査時に確認

した（B社）

•

週に1、2回程度確認した

（C社、D社）

•

2週に1回程度未満で確認

した（E社）

業務で利用する・利

用できそうな情報が

得られたか？

•

橋梁の諸元情報や補修履

歴情報は営業活動等に利

用できる

佐賀県

•

公開前にテスト利用を実

施した

業務で活用できそう

か？業務の助けとな

りそうか？

•

現行システムにはない橋梁

データは活用できる

•

地図情報は照会業務や台

帳整理業務で活用できる

•

民間事業者からの営業提

案は業務の助けとなる
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社会資本の図面（諸元）情報提供サービス利用状況・情報取得状況

運送業者

地図業者

•

ヒアリング調査時に確認

した

•

2週間に1回程度の頻度で、

2人体制で集中して2～3

時間確認した

業務で利用する・

利用できそうな情

報が得られたか？

佐賀県

•

公開前にテスト利用を実

施した

業務で活用できそ

うか？業務の助け

となりそうか？

•

サービスにより、地図業者か

らの道路地図台帳の情報公

開請求が縮減・解消されるこ

とで業務量縮減が想定される

•

道路台帳附図の図面データ

が得られる

•

大型車交通量の情報は、ト

ラックが通行できるか判断す

るのに有益である
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サービス

利用

対価

•

3000

円／月程度（

A

社）

（条件：社員の同時複数利用ができ、構造物の情報が所管に関らず網羅されている場合）

•

支払えない（

B

社）

建設

業者

•

5500

円／月（建設新聞＋

2000

円程度）（

C

社）

•

最大

5000

円／月程度（条件：検索機能等が充実している場合）（

D

社）

•

3000

円／月程度（条件：検索機能・情報が充実している場合） （

E

社）

資材

メーカー

民間事業者による公共事業に関するマーケティング情報提供サービス評価等

支払方法 ：

①月払いの定額

（条件：閲覧したい情報が豊富な場合）

②基本利用料＋個々のデータ利用・ダウンロードごとの課金制

（条件：閲覧したい情報が少ない場合）

•

目的を持って情報を調査するには良いツールであり、

市場調査等、営業情報の取得ツールの

1

つとして利

用できる。

•

今後、橋梁補修の事業は増加が予測されるため、橋

梁の情報を得ることができるのは良い。

•

橋梁データは、架けかえ工事などの案件では、規模

感を把握するのに役に立つ。

•

MCI

値の公表は、舗装業者・補修業者には良い情報

だと考える。

良い点 改善点

•

情報を地図上から探すのではなく、公示案件名や

情報項目の一覧をメインとして閲覧したい。

⇒地図は補足的な表示にしたほうが良い

•

検索分類が少ない。また、担当部署・職種で必要な

情報は異なる。

⇒検索項目を増やしたほうが良い

•

サービスの地図上にある、マーカーの付帯情報の

掲載情報を再検討したほうが良い。

⇒業者にとって重要な情報がすぐに確認できない

•

半年から

1

年程度先の計画情報がほしい。

•

リアルタイムの公示・入札情報がほしい。

•

公開されている情報が限定的である。

⇒情報の網羅性・新規性が足りない
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•

現状サービスでは主事業での活用範囲が狭く費用負担は難しい

•

ルート検索機能や移動時間予測、通行止め情報の閲覧ができるようになれば

2,000

～

3,000

円／月程度の支払は可能

運送

業者

•

基本的には現行の情報開示請求の手続き同様に無料（手数料・実費負担程度）を想定

•

全国で供用開始される道路台帳附図の取得・作成は、諸経費や人件費を含めても年間数

十万円程度に留まる

地図

業者

民間事業者による社会資本の図面（諸元）情報提供サービス評価等

支払方法 ：

①月払いの定額

（条件：情報網羅性･検索性が担保される場合）

【配送ルート選定】

•

大型車交通量の情報は、

トラックが通行できるか判

断するのに有益である

（道路を利用している車

両形態がわかれば、通行

可否がわかり配送ルート

の選定に役立つ）。

【地図作成】

•

他の自治体参画等、網羅

性が上がれば、情報開示

請求手続き及び図面情

報のラスター化に係る手

間が省ける。

•

道路の供用開始から地

図情報への反映に係る

時間短縮が想定される。

良い点 改善点

•

ログイン時の

ID

・パスワードが複雑だと手間がかかり利用しづらい。

⇒ログインの手間は可能な限り簡素化した方が良い

•

情報を地図上から探すのではなく、道路に係る告示情報等の一覧をメインとし

て閲覧したい。

⇒地図は補足的な表示にした方が良い

•

地図上に表示された情報の鮮度が不明である。

⇒業者にとって重要な情報（道路の変更箇所）がすぐに確認できない

•

必要な情報種類をチェックボックスで選択して表示できると良い。

•

告示番号や路線名、供用開始日、図面データ調整日等で検索絞込みができる

ことが必要である。

⇒検索機能を充実した方が良い

•

通行可能な車両形態や通行止め情報、渋滞ピーク時間、事故多発地域等が

わかり、ルート検索や移動時間予測が行えれば、ドライバーの経験値に頼って

いる所を多少システム化することができ、業務負担の軽減に繋げられる。

•

入札情報が集約されれば、情報変更箇所の網羅性が上がる。

•

住居表示台帳情報等の地図情報がオープンデー化されると良い。

•

都道府県、市町村等の地図情報提供者の網羅性が上がると良い。

⇒情報の網羅性が上がると良い

サービス

利用

対価
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地方公共団体における公共事業に関するマーケティング情報提供サービス

及び社会資本の図面（諸元）情報提供サービスの課題と期待効果

期待効果

•

社会資本に係る情報公開請求量の縮減、対

応時間の縮減・解消

•

社会資本の老朽化等による照会量増加時の

対応時間縮減

•

他機関提供データの利用による業務量縮減

業務の効率化

•

新技術等、民間事業者からの営業提案によ

る情報量の増加

•

事例・実績情報の収集力の向上

•

民間事業者の工事等発注予測の精度向上に

よる入札不調・不落の減少、早期着工・供用

開始の実現

業務の高度化

【オープンデータ化】

•

費用対効果が明らかではない。

•

根拠を示すことができない。

【サービス化】

•

目的･対象の明確化が必要である。

根本的な課題

•

台帳作成時における誤記、台帳情

報データ変換時における転記ミス

など、情報の信頼性に不安がある。

•

図面の画像情報の縮尺担保の対

応は非常に困難である。

•

個人情報保護等の情報加工・確認

作業の庁内負担は困難である。

•

CAD

データ加工作業や管理の体制

が実質的に庁内にない。

•

諸元情報の開示によって無用な不

安を煽ることにならないかという不

安がある。

•

MCI

値が定量データとして絶対視さ

れないかという不安がある。

•

管理主体に寄らないデータベース

構築には、情報の精緻さ等を調整

する必要がある。

継続運用に係る個別課題

作業負担

精度

捉えられ方

信頼性

課題解決を図ることができれば

網羅性



人員・予算は現業の必要最小限で運用されており、法令等の根拠・理

由のない事業の予算化は困難



公平性を担保するための根拠が必要
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通学路点検結果公開サービス利用状況・継続利用意向

地域住民

フィールド

ワーク

協力者

•

主に情報の閲覧・確認で利用

•

利用頻度は週に1,2回程度～2週間

に1回程度未満

•

投稿はフィールドワーク実施時のみ

•

情報の閲覧はフィールドワーク実施

後もあり

継続利用意向 あり

•

最新の情報を確認できることは良いこと

だと思う

•

自分が知らない場所の情報も知ること

ができるので良いと思う

•

子どもやお年寄りも簡単に見られる

福岡市

•

毎日、情報を閲覧・確認した

•

投稿はフィールドワーク実施時のみ

継続利用意向 あり

•

市民の安全・安心に関するサービス

レベルの向上を感じることができる
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地域住民等による通学路点検結果公開サービス評価等

【便利な機能】

•

マーカー選択時に詳細情報が表示される機能

•

防犯情報を表示選択する機能

•

アプリケーションから新たな情報を投稿できる機能

•

所在区と小学校から表示地点を検索する機能

【便利な情報】

•

アプリケーションからの投稿情報

•

通学路点検結果情報

•

防犯情報・「ふっけい安心メール」情報

便利な点 改善点

•

情報の検索・表示等の操作性が悪い

•

情報が閲覧しづらい

•

情報の読み込み時間が長い

【あると良い情報】

•

交通事故情報

•

三差路・死角等の注意情報

•

道路・建設工事情報

•

街灯設置状況

•

良い所等のおすすめの場所

【あると良い機能】

•

校区のお気に入り登録（トップ画面表示）機能

•

投稿情報の位置・コメント修正機能

•

投稿写真撮影時の位置情報取得機能

•

他者の投稿情報の削除依頼機能

•

GPS

による子どもの現在地情報確認機能
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•

お金を支払うことができる

91.7% 297

～

300

円／月（平均値～中央値）

改善前のサービスについて

175 

～

231

円／月（中央値～平均値）

•

お金を支払うことはできない

8.3%

地域

住民

•

お金を支払うことができる

60.0%

最多価格帯

1

～

100

円／月

•

お金を支払うことはできない

40.0%

ﾌｨｰﾙﾄﾞﾜｰｸ

協力者

サービス

利用

対価

・

改善点を反映したサービスについて

サービス

の

公開

・

サービスの不特定多数への公開について

賛成する 賛成しない

地域住民

79.2% 20.8%

フィールドワーク協力者

78.6% 21.4%

【賛成する理由】

•

地域の防犯意識が高くなる

•

安全安心に対する関心の高さを示せる

【賛成しない理由】

•

投稿内容の信頼性が低下する

•

個人情報が拡散される等の悪用が心配
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•

投稿情報の正否が判断できないため、正否の判定を

受け付ける等の内容チェック機能が必要である。

•

犯罪等に利用される恐れがある。

•

校区単位等のフィルタリング機能が必要である。

•

市民は行政界とは関係なく生活しており、“地域情報”

として隣接自治体の情報も提供されるべきである。

•

地域のイベント情報告知等にシステムを応用したい。

•

表示情報量のコントロールを含め、情報鮮度が保たれ

るよう情報掲載期間を区切る必要がある。

•

迅速性・業務効率化の観点から、庁内決裁の手続き

を簡素化するためのシステム構築が必要である。

•

情報掲載期間の設定もメール文で設定でき、掲載期

間終了時にシステムで自動削除される仕組みが必要

である。

•

行政が対応すべき投稿情報の識別と対応体制が必要

である。

•

照会・反響がどの程度に及ぶか不明である。

継続運用に係る個別課題

地方公共団体における通学路点検結果公開サービスの課題と期待効果

期待効果

•

地域情報収集・提供手段の

拡充

•

情報の一括提供による安

全・安心に関するサービス

レベルの向上

•

提供情報のリアルタイム性

の向上

住民サービスの質の向上

根本的な課題

【サービス化】

•

安全・安心に係る情報提供サービスの運営費を使用

料として市民から回収するのは困難である。

•

企業の広告料だけで運営するのは困難である。

作業負担

鮮度

公開範囲

信頼性

課題解決を図ることができれば

網羅性



地方公共団体から徴収することが考えられるが、

一市町村で費用負担することは困難
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福岡県警

社会資本情報

流通連携基盤

防犯メール発生

地点を通知

GPS

機能と連動

し周辺危険情報

を通知


image34.emf
社会資本情報

流通連携基盤

通学路点検結果公開

サービス

通学路点検アプリ

※

Android/iOS

危険回避アプリ（仮称）

※

Android

福岡県警

防犯メール

ビッグデータ・オープンデータ活用推進協議会（福岡市、千葉市、奈

良市、武雄市）への提供による普及の可能性を検討
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社会資本情報 A分野情報 B分野情報

情報流通連携基盤・標準ＡＰＩ

Ａ分野利活用

サービス

Ｂ分野利活用

サービス

データベース データベース

社会資本情報サービス

地方公共団体 民間

facebook

Twitter

データベース

諸元 工事実績

民間

オープンデータの横断的利活用


